
 

 

公表:令和５年１０月 １日    

事業所名 コペルプラス 大宮教室               保護者等数（児童数）26 名     回収数  23 名    割合  88.5  ％  

  チェック項目  はい  
どちらともい

えない  いいえ  
わからない  

ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環
境 
・ 

体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保され

ているか 
20 3   

◎ 

・限られたスペース

ではあるが、先生

がちゃんと見てくれ

ている。 

△ 

・運動の時に、壁

にぶつかる恐れが

あるかもと思う時

がある。 

・体が大きくなって

きて、活動内容に

よってはやや狭さを

感じる時もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・限られたスペースでの

活動となるため、特に運

動時や集団レッスンでの

活動では、職員を余分

に配置することで、安全

面を配慮します。 

・個々の実態や特性に

配慮し、共有スペース

の使用時間を決める等

対応していきます。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか  20 3     

・職員１人ひとりが、専

門性に欠ける分野での

研修に参加し、専門性

を強化します。 

・利用者様の実態や、

保護者様のニーズに合

ったテーマを選定し、事

業所内研修を計画的

に行います。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化され

た環境になっているか。また、障害の特性に応

じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情

報伝達等への配慮が適切になされているか                 19 3   1 

△ 

・触ってはいけない

もの、入ってはいけ

ない場所を明確

にしてほしい。 

 

 

・誰が見ても分かるよう

に、イラスト＋「立入禁

止」の掲示物を貼る

等、視覚での情報を強

化します。 

 

保護者等からの事業所評価の集計結果 （公表）   



④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせ

た空間となっているか 

21 2     

 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画が作成さ

れているか 

21 2   

◎ 

・支援計画の更

新時には、しっかり

と面談を行い、保

護者の話を聞いた

上で子どもに合っ

た支援計画を作

成してくれている。 

・就学や就学後の

相談も、親身にな

って対応していた

だけている。 

・こちらの要望や

思いをとても丁寧

に聞いてもらえる。 

 

・カンファレンスにて、レッ

スンでの様子や面談時

のヒアリングの情報を共

有することにより、見通

しを持って１人ひとりに

合った支援を具体化し

ていきます。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ

ドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」

の「発達支援（本人支援及び移行支

援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支

援内容から子どもの支援に必要な項目が適

切に選択され、その上で、具体的な支援内容

が設定されているか 

23     

 

⑦  
児童発達支援計画に沿った支援が行われて

いるか 
20 2  1 

◎ 

・子どもの問題点

をとても良く把握し

ていただいて、克

服するためのレッス

ンないようにしてい

ただけている。しか

も、先生方で共

有してくれている。 

 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されて

いるか 
20 3    

◎ 

・固定化されるプ

ログラムがあること

で、子どもの安心

感や達成感の育

成に繋がるともい

える。 

 

・一部のプログラムを固

定化しながらも、利用

者様の課題や次のス

テップへ繋げるための

支援策を学ぶ機会を

作ります。 



・個別性があり、

我が子の課題や

特性に合った内容

を追加していただ

けている。 

⑨  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流

や、障害のない子どもと活動する機会がある

か 

9 2 9 3  

 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説

明がなされたか 
23     

・迅速で、丁寧な説明

を心掛けます。 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援

の提供すべき支援」のねらい及び支援内容

と、これに基づき作成された「児童発達支援

計画」を示しながら、支援内容の説明がなさ

れたか 

23      

 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ

ント・トレーニング等）が行われているか 
15 4 1 3 

◎ 

・こちらの話を親

身に聞いていただ

けて、アドバイスを

もらえている。更

に、レッスン内容を

変えていただいて

いる。 

 

  
 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

子どもの発達の状況や課題について共通理

解ができているか 

20 3    

◎ 

・園との連携、情

報交換の機会を

設けていただいて

いる。 

 

 

 

・保育所等訪問支援

事業の開始にあたり、

より一層利用者様、

保護者様の声に耳を

傾け、園との連携を図

ります。 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に

関する助言等の支援が行われているか 
19 1 2 1 

△ 

・両親が日替わり

で通所付き添い

をしているので、

支援していただい

ているかもしれな

いが、分からな

い。 

 

・HUG(記録)等を通

して、保護者様に共

通した情報を共有して

いきます。 



⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援され

ているか 

10 6 4 3 

☆ 

・開催はあったが、

こちらの都合で参

加できていない。 

△ 

・開催されている

が、仕事をしてい

るため予定が合わ

ず参加できてな

い。開催日が複

数あったり２か月

前からアナウンスし

ていただけたりする

と予定を合わせや

すい。 

・保護者同士は、

連携が取れている

とは言い難い。 

 

 

 

 

 

・年間計画に、大凡の

日付を明記することで、

保護者様に見通しを

立てていただき、できる

だけ多くのご家庭に参

加いただけるように対応

します。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについ

て、対応の体制が整備されているとともに、子

どもや保護者に周知・説明され、相談や申入

れをした際に迅速かつ適切に対応されている

か 18 1 1 3  

・情報共有等の引継

ぎ事項の確認を、より

徹底していきます。 

・利用者様、保護者様

の変化にいち早く気付

けるよう、普段の関わり

や支援場面で、積極

的にコミュニケーションを

図ります。 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達

のための配慮がなされているか 
21 1   1  

 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概

要や行事予定、連絡体制等の情報や業務

に関する自己評価の結果を子どもや保護者

に対して発信されているか 
20 1  1 1 

◎ 

・HUG システム

上で毎回のレッス

ン評価をしていた

だいたり、連絡事

項の確認をしてい

ただいたりしてい

る。 

 

 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか 22 1    

△ 

・具体的な事例

の提示≒個人情

報の開示に繋が

 

・情報共有を図る場

所、時間、声量に気

を付けながら、職員間



る話し方は、少し

気になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

の情報共有にあたりま

す。また、具体的な事

例を参考に会話をす

る際は、個人が特定

できてしまう明言は避

け、保護者様が快くコ

ミュニケーションを図れ

る環境をつくっていきま

す。 

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、保護者に周

知・説明されているか。また、発生を想定した

訓練が実施されているか 

22 1    

 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出、その他必要な訓練が行われているか 
22   1  

 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか 18 4   1 

◎ 

・レッスンは、楽し

く取りくんでいる。 

△ 

・同時間帯に友

達がいると不安な

様子がある。入園

前から参加してい

た、集団でのレッ

スンでの不安な気

持ちを思い出して

しまう様子があ

る。友達がいて

も、不安な気持ち

を軽減してほし

い。 

 

 

 

 

・利用者様に安心し

て通所していただける

よう、環境設定や声が

け等、事前準備や支

援を大切にします。 

㉓  事業所の支援に満足しているか 18 4 1   

◎ 

・日常動作での

苦手またはできて

いない事項の指

摘や訓練、先生

方のポジティブな

声掛けにより、着

実に成⾧している

のが見て取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・就学に向けての

カリキュラムも含

め、親の相談の

時間も確保いた

だき、感謝と共に

非常に救われる

思いでいる。 

・たくさんの経験を

積める場所なの

で、これからもたく

さんの経験をさせ

てあげたい。 

・Q㉓の不安が和

らげば、とても満

足。 

△ 

・療育センターで

の助言をヒントとし

た支援を取り入れ

ていただけるとあり

がたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・利用者様に合った支

援を提供できるよう、関

係機関と密に連携を取

り、あわせて職員一人

ひとりのスキルアップを目

指します。 

 ○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


